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安
代
り
ん
ど
う 

ア
フ
リ
カ
へ

ル
ワ
ン
ダ
で
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
研
究
を
支
援

　
市
は
、
平
成
26
年
11
月
か
ら
、
東
ア
フ

リ
カ
・
ル
ワ
ン
ダ
で
、
リ
ン
ド
ウ
栽
培
事

業
の
実
現
可
能
性
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
市
で
は
、
南
半
球
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
リ
で
の
リ
ン
ド

ウ
の
契
約
栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
市
の
特

産
品
で
あ
る「
安
代
り
ん
ど
う
」の
通
年
輸

出
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
調
査

は
、
日
本
の
農
林
水
産
業
の
海
外
進
出
を

支
援
す
る
事
業「
み
ず
ほ
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」を
立
ち
上
げ
た

み
ず
ほ
情
報
総
研
と
岩
手
大
学
と
共
同
で

実
施
。
市
は
、
リ
ン
ド
ウ
の
種
子
・
苗
の

提
供
、
生
産
方
法
確
立
に
向
け
て
の
栽
培

　
市
は
、
み
ず
ほ
情
報
総
研
、
岩
手
大
学
と
共
同
で
、
ア
フ
リ
カ
東
部
ル
ワ
ン

ダ
で
の
リ
ン
ド
ウ
栽
培
の
実
現
可
能
性
の
調
査
・
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

２
月
２
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
は
、
田
村
正
彦
市
長
と
市
花
き
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
の
日
影
孝
志
所
長
が
現
地
を
訪
問
︒
関
係
者
と
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
︒
今
号
で
は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
︒

アフリカ

コンゴ
（旧ザイール）

ウガンダ

ブルンジ タンザニア

キガリ

ルワンダ

「安代りんどう」の栽培研究を行っているルワンダの国試験農場

安
代
り
ん
ど
う
の
さ
ら
な
る

海
外
進
出
を
図
る
た
め
調
査
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指
導
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
は
、
リ
ン
ド
ウ
な
ど
切
り

花
の
商
用
生
産
を
目
指
す
現
地
法
人
ブ

ル
ー
ム
・
ヒ
ル
ズ
・
ル
ワ
ン
ダ
が
設
立
。

関
係
者
や
ル
ワ
ン
ダ
政
府
が
一
堂
に
会
し

て
、
今
後
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
話
し
合

う
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
月
３
日
に
は
、
同
国
農
業
担
当
大
臣

の
ト
ニ
ー
・
ロ
ベ
ル
ト
・
ン
サ
ン
ガ
ニ
ラ

氏
と
関
係
者
が
首
都
キ
ガ
リ
で
面
談
。
ン

サ
ン
ガ
ニ
ラ
大
臣
は「
ル
ワ
ン
ダ
で
の
花

き
産
業
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
。
皆
さ
ん

の
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
花
き
産
業

が
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
」と
あ
い
さ
つ
。

田
村
市
長
は「
調
査
・
研
究
事
業
の
関
係

者
、
そ
し
て
ル
ワ
ン
ダ
政
府
の
皆
さ
ま
の

参
加
に
感
謝
す
る
。
今
後
、
リ
ン
ド
ウ
の

栽
培
を
通
し
て
、
両
国
が
さ
ら
な
る
発
展

を
遂
げ
る
こ
と
を
望
む
」と
、今
後
に
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
、
リ
ン
ド
ウ
の
栽
培
研
究

を
行
っ
て
い
る
北
部
ム
サ
ン
ゼ
市
キ
ニ
ギ

の
国
試
験
農
場
を
視
察
。
現
地
の
環
境
に

適
応
し
た
リ
ン
ド
ウ
は
、
順
調
な
生
育
を

見
せ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
今
後
、
栽
培

方
法
や
品
種
が
確
立
す
れ
ば
、
リ
ン
ド
ウ

の
海
外
展
開
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

キニギでのリンドウの生育状況

ルワンダ首都キガリの様子

リンドウの輪作を
目的にヒマワリも
栽培

農業試験場がある
北部ムサンゼ市の
行政長（右から２
人目）と面談

調
査
・
研
究
を
進
め
な
が
ら

ル
ワ
ン
ダ
の
発
展
に
も
貢
献

トニー・ロベルト・
ンサンガニラ農業担
当大臣（左）と田村市
長が握手
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㈱ローソンと共同で生産
「八幡平ピーマン」販売中

安代中学校学校林「ふれあいの森」
活動内容を高く評価される

一
部
の
ロ
ー
ソ
ン
店
舗
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
「
八
幡
平
ピ
ー
マ
ン
」は
、
上
寄
木

の
地
熱
温
水
利
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
改
修
し
、
同
社
と
市
が
共
同
で
実

証
実
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
生
産

は
、
企
業
組
合
八
幡
平
地
熱
活
用
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト（
船
橋
慶
延
代
表
）が
行

い
、
室
温
管
理
や
必
要
な
温
水
量
な

ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
管
理
。
若
手

農
業
者
の
育
成
と
農
業
に
よ
る
地
方

創
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
価
格
は
税
込
み
で
、
ロ
ー
ソ
ン
店

舗
で
は
１
０
０
㌘
１
２
８
円
と
な
り

ま
す
。

災
害
時
の
廃
棄
物
処
理
な
ど
に
つ
い
て

県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部
と
協
定

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
同
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

藤
原
支
部
長
と
田
村
正
彦
市
長
が
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

有
事
の
際
、
災
害
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に

つ
い
て
、
市
が
協
会
支
部
に
協
力
要
請
を

し
た
と
き
の
連
携
体
制
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、藤
原
支
部
長
は「
情
報
共
有
に

努
め
、
市
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
災
害

に
備
え
て
い
き
た
い
」と
、意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県
央
支
部（
藤
原

正
基
支
部
長
）と
本
市
は
２
月
８
日
、「
災

害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す

握手を交わす田村正彦市長
（左）と藤原正基支部長

　
統
計
業
務
に
従
事
し
、
優
れ
た
功
績
の
あ
っ
た

人
を
表
彰
す
る
統
計
功
労
者
表
彰
で
、
松
浦
善
吉

さ
ん（
78
）＝
堀
切
＝
が
２
月
４
日
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
調
査
員
と
し
て
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　
松
浦
さ
ん
は
、
昭
和
44
年
か
ら
調
査
員
を
務
め

ら
れ
、過
去
10
回
の
調
査
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、
市
統
計
調
査
員
協
議

会
会
長
も
務
め
ら
れ
、
長
年
、
統
計
業
務
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

松浦 善吉さん

農
林
業
セ
ン
サ
ス
へ
の
尽
力
高
く
評
価
さ
れ

松
浦
善
吉
さ
ん
が
農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞

　
㈱
ロ
ー
ソ
ン（
玉
塚
元
一
社
長
）と

市
は
、
地
熱
温
水
に
よ
る
暖
房
を
活

用
し
て
栽
培
さ
れ
た「
八
幡
平
ピ
ー

マ
ン
」を
３
月
１
日
㈫
か
ら
、県
内
の

　
同
委
員
会
は
平
成
11
年
に
設
立
。

同
校
の
生
徒
が
学
校
林
の
下
草
刈
り

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
森
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
贈
呈
式
は
、
盛
岡
市
の
ア
イ
ー
ナ

で
行
わ
れ
、
立
花
賢
生
委
員
長
や
同

校
の
畠
山
和み

き
た

君
、
佐
々
木
誠
君（
２

年
）な
ど
関
係
者
６
人
が
出
席
。根
子

忠
美
県
環
境
生
活
部
長
か
ら
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。終
了
後
は「
27

年
度
い
わ
て
水
と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
」が
開
催
さ
れ
、同
委
員
会
を
含

む
３
団
体
の
事
例
発
表
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

安
代
中
学
校
学
校
林「
ふ
れ
あ
い

の
森
」管
理
委
員
会
が
行
う
長
年
の

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
１
月
30
日

に
知
事
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 八幡平ピーマン

立花賢生委員長（左から２人目）や
関係者に感謝状が贈呈されました
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◎
市
義
援
金
受
付
専
用
口
座

▼
岩
手
銀
行
平
舘
支
店（
普
通
）２
０
４
３
４
２
９

▼
北
日
本
銀
行
平
舘
支
店（
普
通
）７
０
４
０
７
７
５

▼
盛
岡
信
用
金
庫
西
根
支
店（
普
通
）０
２
７
９
２
３
１

▼
新
岩
手
農
協
西
根
中
央
支
所（
普
通
）０
０
１
８
８
８
９

■
口
座
名
義﹁
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援
金　
八
幡
平
市
会
計
管
理
者
﹂

※
窓
口
振
込
手
数
料
は
無
料
で
す
︒

【
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
災
害
義
援
金
】

◆
銀
行
振
り
込
み（
表
記
は
通
帳
記
帳
の
と
お
り
）

▽
３
万
円　
ヒ
ロ
ナ
カ　
ナ
オ
コ

義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
１
月
30
日
ま
で
の
受
け
付
け
分
）

まきストーブの取り扱いに注意
　２月中、市内でまきストーブの取り扱い不注
意による建物火災が多発しました。正しい知識
を持って安全にまきストーブを使用するため、
次のことを心掛けてください。
◎点検・清掃をこまめにする
　煙突にすすがたまっていると、火災の原因と
なることがあります。機器の点検や煙突の清掃
をこまめに行いましょう。また、煙突の壁の貫
通部には、必ず「めがね石」を設置しましょう。
◎周囲に燃えるものを置かない
　まきストーブの周囲で洗濯物を乾かしたり、
燃えやすいものを置かないようにしましょう。
◎灰の処理は正しく行う
　灰をごみ箱などに入れると、残り火で火災と
なる危険性があります。灰を処理する際は、完
全に火が消えたのを確認し、ふたのある不燃性
の箱に入れましょう。
◎もしものときに備えて
　まきストーブの周りに消火器や水バケツなど
を準備しましょう。

　
市
は
、
２
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
タ
イ
国
際
旅
行
博

で
、
市
内
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
旅
行
博
で
は
、
東
北
観
光
推
進
機
構
が
出
展
す

る
ブ
ー
ス
で
市
を
紹
介
。
初
日
に
は
、
昨
年
５
月

に
本
市
を
訪
れ
た
タ
イ
の
女
優
、
ス
ー
ク
ワ
ン
・

ブ
ー
ラ
ク
ン
さ
ん
と
田
村
正
彦
市
長
ら
が
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
り
、
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
ほ
か
、
タ

イ
旅
行
業
協
会
な
ど
を
訪
問
し
、
今
後
の
観
光
誘

客
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
出
会
い
成
婚
祝
い
金
贈
呈
式
が
１

月
28
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
小
谷

地
基
晴
さ
ん（
33
）、
味
鈴
さ
ん（
28
）

　はちまんたいHAPPYカップリングで成婚

小谷地さん夫妻 お幸せに

夫
妻
に
20
万
円
分
の
商
品
券
と
㈱
わ

し
の
尾
か
ら
提
供
さ
れ
た
日
本
酒
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
谷
地
さ
ん
夫
妻
は
、
平
成
25
年

12
月
に
開
催
さ
れ
た
市
の
出
会
い
支

援
イ
ベ
ン
ト「
は
ち
ま
ん
た
い
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｙ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
」を
通
じ
て

交
際
を
開
始
。
昨
年
８
月
に
入
籍
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
に
つ
い
て
、
小
谷

地
さ
ん
夫
妻
は「
笑
顔
が
絶
え
な
い

楽
し
い
家
庭
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
」と
、
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
同
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
結

婚
し
た
夫
妻
は
、
小
谷
地
さ
ん
夫
妻

で
４
組
目
と
な
り
ま
す
。

田村正彦市長（手前）から小谷地基晴
さん（左）と味鈴さんに記念品を贈呈

海
外
か
ら
の
観
光
誘
客
の
増
加
を
目
指
し
て

タ
イ
国
際
旅
行
博
で
市
内
の
観
光
地
を
Ｐ
Ｒ

来場者にチラシを配る
田村正彦市長（中央）
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各課からのHOT LINE
　
国
で
は
、
例
年
、
３
月
を「
自
殺
対
策

強
化
月
間
」と
定
め
、
重
点
的
に
広
報
活

動
を
す
る
な
ど
、
予
防
対
策
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　
岩
手
県
の
自
殺
者
は
、
一
昨
年
か
ら
２

年
連
続
で
増
加
し
、
平
成
26
年
の
人
口
動

態
統
計
で
は
、
自
殺
死
亡
率
が
全
国
で
最

も
高
く
な
り
ま
し
た
。市
で
も
同
年
に
は
、

11
人
も
の
大
切
な
命
が
自
殺
で
失
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
県
で
も
、国
と
同
じ
く
３
月
を「
岩
手
県

自
殺
対
策
強
化
月
間
」と
し
て
い
ま
す
。一

人
で
も
多
く
の
人
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
、

県
民
が
、
共
に
自
殺
予
防
に
取
り
組
む
社

会
づ
く
り
に
向
け
て
、『
み
ん
な
で
つ
な
ご

う
い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
絆
』を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
各
市
町
村
や
関
係
機
関
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
、
自
殺
予
防
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■　

自
殺
予
防
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
は
、
保
健
推
進
員
協
議
会
の
協
力
の

下
、
９
月
の「
県
自
殺
防
止
月
間
」と
３
月

の「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」に
合
わ
せ
、
市

内
商
業
施
設
な
ど
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
、
安

代
地
区
で
も
同
様
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

■　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

　
２
月
23
日
、
市
役
所
で
、
岩
手
医
科
大

学
災
害
・
地
域
精
神
医
学
講
座
の
赤
平
美

津
子
特
命
助
教
を
講
師
に
、
市
内
小
・
中

学
校
教
職
員
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、声
を
掛
け
、

話
を
聴
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

■　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

❶
気
付
き
＝
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
付

い
て
、
声
を
掛
け
る
。

❷
傾
聴
＝
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳

を
傾
け
る
。

❸
つ
な
ぎ
＝
専
門
窓
口
な
ど
に
早
め
に
相

談
す
る
よ
う
に
促
す
。

❹
見
守
り
＝
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら

じ
っ
く
り
見
守
る
。

■　

自
殺
予
防
の
十
箇
条

　
左
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
数
多
く
見
受
け

ら
れ
る
場
合
は
、
自
殺
の
危
険
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
早
め
に
医
療
機
関
や
下
表
の
相

談
窓
口
な
ど
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

変
化
に
気
付
き
声
掛
け
よ
う

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
●
詳
し
く
は

　
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係（
☎
・
内
線
１
０
８
４
）ま
で

自殺予防を呼び掛けるキャンペーン活動
（11月１日、田山小学校体育館）

自殺予防の十箇条
１．うつ病の症状に気を付ける（気分

が沈む、自分を責める、仕事の能
率が落ちる、決断できない、不眠
が続く）。

２．原因不明の身体の不調が長引く。
３．酒量が増す。
４．安全や健康が保てない。
５．仕事の負担が急に増える、大きな

失敗をする、職を失う。
６．職場や家庭でサポートが得られ

ない。
７．本人にとって価値あるもの（職、

地位、家族、財産）を失う。
８．重症の身体の病気にかかる。
９．自殺を口にする。
10．自殺未遂に及ぶ。

厚生労働省「職場における自殺の予防と対
応」から 

■相談窓口の一例
相 談 窓 口 電 話 番 号 対 応 時 間

県精神保健福祉センター
こころの健康相談 0570-064-556

月曜から金曜日
午前９時から午後４時半まで
（祝日、年末年始を除く）

盛岡いのちの電話 019-654-7575
月曜から土曜日
正午から午後９時まで
日曜日
正午から午後６時まで

一般社団法人
社会的包括サポートセンター
よりそいホットライン

0120-279-226 24時間365日

市健康福祉課 74-2111
月曜から金曜日
午前８時半から午後５時まで
（祝日、年末年始を除く）
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各課からのHOT LINE

市内就業を条件に医師・
看護学生に資金貸し付け ●詳しくは

　健康福祉課健康推進係（☎・内線1081）まで

　
市
は
、
転
入
や
転
出
な
ど
が
多
く
な

る
年
度
末
に
合
わ
せ
、
休
日
臨
時
開
庁

を
実
施
し
ま
す
。

■
開
庁
日
と
窓
口

▼
３
月
21
日
㈪
・
26
日
㈯
＝
市
役
所
市

民
課
・
税
務
課

▼
３
月
27
日
㈰
＝
市
役
所
市
民
課
・
税

務
課
、
西
根
・
安
代
総
合
支
所
地
域
振

興
課

　
取
り
扱
い
業
務
な
ど
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
平
日
の
開
庁
時
間
に
手
続
き

が
行
え
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書（
は
が

き
）が
届
い
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

　

窓
口
に
提
出
す
る
申
請
書
の
一
部

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

委
任
状
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
事

前
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　
毎
週
水
曜
日
は
、
午
後
７
時
ま
で
本

庁
舎
の
窓
口
延
長
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
）。

■休日臨時開庁で取り扱う各種業務の受付時間、担当課・係
取り扱い業務内容 受付時間 担当課・係

▶マイナンバーカードの交付（※） 午前９時から
午後４時まで

市民課戸籍住民係
（内線1062～1065）

▶転入・転出などによる住民異動届の
受け付け

▶戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑証
明書の交付

▶印鑑登録および登録廃止の手続き
午前８時半から
午後５時15分まで▶国民健康保険の手続き

▶国民年金の異動届受け付け
▶後期高齢者医療の手続き
▶乳幼児など医療費助成の各種手続き

市民課国保年金係
（内線1070～1074）

▶所得証明書および納税証明書の交付 税務課市民税係
（内線1124～1127）

■応募資格　大学の医学部または看護学校などに
在籍する学生
■募集人数　医師志望１人、看護師志望２人

年
度
末
の
休
日
に
合
わ
せ
て

市
役
所
を
臨
時
開
庁
し
ま
す
●
詳
し
く
は

　
表
中
の
担
当
課
・
係
ま
で

　市は、将来、市内
医療施設などで医師
または看護師として
就業を目指す人に対
し、次のとおり養成
修学資金の貸し付け
を行います。

■提出書類　❶貸付申請書❷保証人連署の誓約書
❸戸籍抄本❹履歴書❺健康診断書❻在学証明書

（合格通知書）❼学業成績証明書
※❶と❷の書類は、所定の様式がありますので、

市役所健康福祉課に備え付けのものに記入し
てください。❻については、入学前に申し込む
場合、合格通知書を提出し、入学後、在学証明
書を提出してもらいます。

■申込期限　４月20日㈬
■選考方法　書類審査および面接

※マイナンバーカードの交付について
❶　交付手続きには、一定の時間を要します

ので、あらかじめご了承の上、時間に余裕
を持って来庁いただくようお願いします。

❷　指定の交付場所以外での交付を希望され
る場合は、受け取り予定日の２日前までに、
市民課（☎・内線1061）にご連絡ください。
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市
は
、平
成
28
年
度
に「
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
」（
以
下
、農
振
計
画
）の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

■　

農
振
計
画
の
あ
ら
ま
し

　
農
振
計
画
は「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
い
て
、市
が
定
め

る
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
、
農
業
の
振

興
を
図
る
べ
き
地
域（
農
業
振
興
地
域
）を

明
ら
か
に
し
、
土
地
の
有
効
活
用
と
農
業

の
近
代
化
を
進
め
る
た
め
、
お
お
む
ね
５

年
間
を
見
通
し
て
策
定
す
る
計
画
で
す
。

■　

農
振
除
外
と
は

　
農
業
振
興
地
域
内
で
は
、
農
用
地
と
し

て
利
用
す
る
土
地
の
区
域
を「
農
用
地
区

域
」と
し
て
い
ま
す
。農
用
地
区
域
は
、優

良
な
農
地
の
保
全
の
た
め
、
農
業
以
外
の

目
的
で
の
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
用
地
区
域
内
の
農
用
地
を
、
住
宅
建

築
や
植
林
な
ど
の
農
用
地
以
外
に
使
用
し

た
い
場
合
、
そ
の
土
地
を
農
用
地
区
域
内

か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
手
続
き
を
一
般
的
に「
農
振
除

外
」と
呼
ん
で
お
り
、期
限
内
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■　

農
振
除
外
に
必
要
な
５
要
件

農
振
除
外
の
手
続
き
を
行
う
場
合
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶
農
用
地
以
外
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
が

必
要
か
つ
適
当
で
あ
っ
て
、
代
替
す
べ

き
土
地
が
な
い
こ
と

❷
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
農
用
地
の
集

団
化
、
農
作
業
の
効
率
化
や
土
地
の
農

業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に

支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と

❸
農
用
地
区
域
内
に
お
け
る
効
率
的
か
つ

安
定
的
な
農
業
経
営
を
営
む
者
に
対
す

る
農
用
地
の
利
用
の
集
積
に
支
障
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と

❹
農
用
地
区
域
内
の
土
地
改
良
施
設
が
有

す
る
機
能
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
な
い
こ
と

❺
土
地
改
良
事
業
等
の
施
行
区
域
内
に
あ

る
土
地
に
つ
い
て
は
、
事
業
完
了（
公

告
）し
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
８
年
を

経
過
し
て
い
る
こ
と

■　

農
振
除
外
の
申
請
受
け
付
け

　
事
業
を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
土

地
が
農
用
地
区
域
に
該
当
す
る
場
合
、
農

振
除
外
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
農

用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
手

続
き
は
不
要
で
す
。

▼
受
付
期
間　
４
月
１
日
㈮
か
ら
５
月
31

日
㈫
ま
で

▼
提
出
書
類

❶
農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書

❷
位
置
図
お
よ
び
付
近
図（
申
請
地
の
位

置
や
付
近
の
状
況
が
分
か
る
も
の
。
縮

尺
は
、
１
万
分
の
１
ま
た
は
５
万
分
の

１
程
度
の
も
の
）

❸
建
物
ま
た
は
施
設
の
面
積
・
位
置
図

（
建
物
の
面
積
、
位
置
お
よ
び
施
設
間

の
距
離
が
分
か
る
図
面
。
縮
尺
は
、
５

百
分
の
１
ま
た
は
２
千
分
の
１
程
度
）

❹
事
業
計
画
の
概
要
が
分
か
る
設
計
書
、

配
置
図
な
ど

❺
公
図
の
写
し（
申
請
地
の
地
番
や
地
目
、

隣
接
地
の
状
況
を
表
示
し
た
図
面
）

❻
位
置
選
定
検
討
表

❼
資
金
計
画
書（
資
金
調
達
の
裏
付
け
資

料
、
残
高
証
明
な
ど
）

❽
土
地
の
登
記
全
部
事
項
証
明
書

❾
そ
の
他
状
況
に
応
じ
た
書
類（
事
前
協

議
に
応
じ
ま
す
）

※
申
請
内
容
に
よ
っ
て
、
必
要
な
書
類
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他　
申
出
書
な
ど
の
様
式
は
、
市

農
政
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
審
査
し
、
適
切

な
も
の
は
除
外
・
見
直
し
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
転
用
目
的
、
場
所
に
よ
っ
て

は
、
除
外
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
注
意
事
項　
計
画
の
見
直
し
時
期
は
、

５
年
に
１
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
次
回
の
見
直
し
時
期
で
あ
る
平
成
33

年
ま
で
、
農
振
除
外
は
原
則
制
限
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
農
政
課
農
政
係

（
☎
・
内
線
１
３
３
３
）ま
で
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
実
施

「
農
振
除
外
」の
申
請
は
５
月
31
日
㈫
ま
で
に

各課からのHOT LINE

土地を有効活用するためにも農業
振興地域整備計画を策定します

ここにきてみつけたこと
安代漆工技術研究センター研修生
　　　　　　　　　旅立ちの前に　伝えたい　残したい
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昭
和
58
年
の
開
所
か
ら
延
べ
58
人

の
研
修
生
を
輩
出
し
て
き
た
安
代
漆

工
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
。
こ
こ
で
の

研
修
過
程
を
終
え
、
新
た
に
３
人
の

若
者
が
旅
立
ち
の
時
を
迎
え
ま
す
。

　
漆
工
芸
へ
の
入
り
口
も
、
今
後
目

指
し
て
い
く
方
向
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う

研
修
生
た
ち
。
２
年
と
い
う
限
ら
れ

た
研
修
期
間
、
安
代
の
風
土
の
中
で

過
ご
し
、
漆
工
芸
の
道
に
身
を
置
い

た
彼
ら
の
胸
の
内
は
皆
、
こ
こ
だ
か

ら
で
き
た
と
い
う
達
成
感
と
、
育
ん

で
く
れ
た
安
代
の
地
へ
の
敬
意
で
満

ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

安代漆工技術研究センター研修生修了制作展
～ここにきてみつけたうるしのこと～

　安代漆工技術研究センターで研修生は、漆かぶれによる
かゆみに耐えること、体に〝塗り〟の動きを染み込ませるこ
と、素材と向き合うことを２年間積み重ねてきました。そ
の研修成果が詰まった修了制作品を展示公開します。
　また、制作展期間中に研修生による「漆器の扱い方講座」
も開催します。この機会に安比塗に触れてみませんか。皆
さまのお越しをお待ちしています。
　詳しくは、同センター（☎72-2111、内線3910）まで。

漆工芸

インタビュー 　
斎
藤 

奈
津
美 

さ
ん

青
森
県
弘
前
市
出
身　
30
歳

ここにきてみつけたこと

安比塗
安代漆工技術研究センター研修生
　　　　　　　　　旅立ちの前に　伝えたい　残したい

◎修了制作展　※４月４日㈪は定休日です。
場所 日程 時間

市役所結のひろば ３月30日㈬ ₉：00~18：00
安比塗漆器工房 ４月１日㈮～８日㈮ ₉：00~17：00

◎漆器の扱い方講座～見方、触り方を知ろう～
場所 日程 時間

市役所結のひろば ３月30日㈬ 13：00~13：30

安比塗漆器工房
４月１日㈮、５日㈫～８日㈮ 13：00~13：30

２日㈯、３日㈰ 11：00~11：30､
13：00~13：30

　
寺
嶋 

剛
弘 

さ
ん

青
森
県
青
森
市
出
身　
25
歳

　
菅
原 
咲 
さ
ん

北
海
道
帯
広
市
出
身　
24
歳

　
こ
こ
に
来
て
２
年
間
の
研

修
を
経
て
、
自
分
の
作
り
た

い
も
の
、
や
り
た
い
こ
と
が

試
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
漆
工
芸
の
中
で
も
好
き

な
技
法
は「
塗
り
立
て
」。
ゴ

ミ
ひ
と
つ
な
い
そ
の
塗
面
の

か
っ
こ
よ
さ
は
秀
絶
で
す
。

　
今
後
は
、
漆
が
持
つ
素
晴

ら
し
い
魅
力
を
多
く
の
人
に

伝
え
る
こ
と
に
尽
力
し
、
興

味
を
持
つ
人
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　
漆
に
興
味
を
持
っ
た
の
は

学
生
時
代
。
漆
は
食
器
づ
く

り
に
使
う
も
の
と
思
い
込
ん

で
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
来

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
や
用

途
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自

由
度
の
高
い
素
材
だ
と
い
う

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
研
修
修
了
後
は
、
ジ
ャ
ン

ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
作
家
と

し
て
自
分
に
し
か
で
き
な
い

も
の
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

　

安
比
塗
は
安
代
地
域
の

人
々
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た

か
た
ち
の
も
の
が
多
い
こ
と

は
、
こ
こ
に
来
て
知
り
得
た

こ
と
で
す
。
実
際
に
こ
の
地

で
暮
ら
し
な
が
ら
漆
器
を
つ

く
る
と
、
お
の
ず
と
器
に
こ

の
土
地
ら
し
さ
が
出
て
く
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
研
修
修
了
後
は
、
地
元
に

戻
り
、
そ
の
土
地
に
根
ざ
し

た
漆
器
づ
く
り
を
行
い
た
い

で
す
。
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各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
成
績

（
敬
称
略
、
●
内
の
数
字
は
順
位
）

◎
第
52
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
１
月
17
～
18
日
・
22
～
24
日
、
田
山

シ
ャ
ン
ツ
ェ
ほ
か
）

【
男
子
】
▽
ジ
ャ
ン
プ　
❽
小
林
龍
尚

（
松
尾
中
）

▽
複
合　
❹
小
林
龍
尚

【
女
子
】
▽
距
離
９
㌔
リ
レ
ー（
３
㌔×

３
）　
❻
松
尾
中（
山
本
千
紗
、
森
冬
姫

子
、
高
橋
玲
美
）

◎
第
25
回
東
日
本
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技

大
会（
１
月
22
～
24
日
、
田
山
ス
キ
ー

場
）

▽
７
・
５
㌔
マ
ス
ス
タ
ー
ト　
❷
工
藤

輝
樹（
八
幡
平
市
役
所
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ

男
子
Ｓ
Ｔ
Ｖ
杯
国
際
大
会（
１
月
24
日
、

北
海
道
・
札
幌
市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競

技
場
）

▽
成
績　
❻
小
林
潤
志
郎（
雪
印
メ
グ

ミ
ル
ク
、
松
尾
中
卒
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
Ｗ
杯
ジ
ャ
ン

プ
男
子
個
人
第
13
戦（
１
月
24
日
、ポ
ー

ラ
ン
ド
・
ザ
コ
パ
ネ
）

▽
成
績　
❼
小
林
陵
侑（
土
屋
ホ
ー
ム
、

松
尾
中
卒
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
全
日
本
選
手

権（
１
月
27
～
29
日
、山
形
県
・
上
山
・

坊
平
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技

場
）

【
女
子
】
◇
距
離
▽
女
子
15
㌔
リ
レ
ー

（
５
㌔×
３
）　

❷
日
大〔
土
屋
正
恵

（
安
代
中
卒
）ほ
か
〕

◎
２
０
１
６
ア
メ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
第
32
回
雫
石
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
大
会（
１
月
30
・
31
日
、雫

石
町
・
雫
石
ス
キ
ー
場
）

【
男
子
】
◇
大
回
転
▽
小
学
４
年
以
下　

❷
久
世
一
力（
松
尾
ジ
ュ
ニ
ア
）

▽
中
学
生　
❸
中
野
大
詞（
Ａ
Ｊ
）

◇
回
転
▽
小
学
４
年
以
下　
❸
久
世
一

力▽
中
学
生　
❷
中
野
大
詞

【
女
子
】
◇
大
回
転
▽
小
学
４
年
以
下　

❸
遠
藤
り
の（
Ａ
Ｊ
）

▽
小
学
５
、
６
年　
❶
美
濃
あ
ゆ（
Ａ

Ｊ
）❷
吉
田
朱
里（
Ａ
Ｊ
）

▽
中
学
生　
❸
宮
野
莉
胡（
安
代
中
）

◇
回
転
▽
小
学
４
年
以
下　
❸
遠
藤
り

の▽
中
学
生　
❸
宮
野
莉
胡

◎
第
53
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
４
～
６
日
、北
海
道
・
な
よ
ろ
健

康
の
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
ほ

か
）

【
男
子
】
◇
距
離
▽
リ
レ
ー（
５
㌔×

４
）　
❻
岩
手〔
高
橋
求
夢（
松
尾
中
）ほ

か
〕

◇
複
合　
❼
小
林
龍
尚

【
女
子
】
◇
距
離
▽
リ
レ
ー（
３
㌔×

４
）　
❻
岩
手〔
滝
沢
日
菜（
安
代
中
）、

山
本
千
紗
ほ
か
〕

◎
三
ケ
田
礼
一
杯
第
23
回
市
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
兼
第
20
回
安
代
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯
安
代
地
区
小
中
学

校
ス
キ
ー
大
会（
２
月
６
日
、
田
山
ス

キ
ー
場
ほ
か
）　
※
結
果
は
市
ジ
ュ
ニ

ア
ス
キ
ー
選
手
権
を
掲
載

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
１
年　
❶
北

舘
日
和（
安
代
小
）❷
杉
本
海
晟（
田
山

小
）❸
佐
々
木
知
洋（
松
野
小
）

▽
小
学
２
年　
❶
瀬
川
拓
実（
大
更
小
） 

❷
立
花
洸
琉（
安
代
小
） 

❸
羽
沢
友
希

（
安
代
小
） 

▽
小
学
３
年　
❶
中
軽
米
拓
人（
寄
木

小
） 

❷
工
藤
琉
翔（
田
山
小
） 

❸
中
村 

元
太（
柏
台
小
）

▽
小
学
４
年　
❶
渡
辺
悠
飛（
寄
木
小
）

❷
北
口
遼（
安
代
小
）❸
池
元
大
知（
安

代
小
） 

▽
小
学
５
年　
❶
渡
辺
帆
天（
寄
木
小
）

❷
北
舘
遥
希（
安
代
小
）❸
齊
藤
廉（
田

山
小
）

▽
小
学
６
年　
❶
山
本
友
大（
田
山
小
）

❷
安
保
大
空（
柏
台
小
） 

❸
山
本
唯
人

（
田
山
小
） 

▽
中
学
２
部　
❶
齋
藤
慶
吾（
安
代
中
） 

❷
村
上
陸
和（
安
代
中
） 

❸
齊
藤
拓
真

（
安
代
中
）

◇
距
離
▽
小
学
１
年
１
㌔　
❶
遠
藤
碧

翔（
安
代
小
）❷
盛
内
武
雅（
安
代
小
） 

❸
佐
藤
純
也（
田
山
小
）

▽
小
学
２
年
１
㌔　
❶
齊
藤
巧
輝（
田

山
小
）❷
佐
々
木
輝
琉（
柏
台
小
）❸
立

花
琉
聖（
安
代
小
）

▽
小
学
３
年
２
㌔　
❶
三
浦
翔
琉（
田

山
小
） 

❷
工
藤
和
都（
安
代
小
）❸
松
葉

友
吾（
安
代
小
）

▽
小
学
４
年
２
㌔　
❶
岩
渕
泳
人（
柏
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台
小
） 

❷
橋
本
拓
樹（
安
代
小
） 

❸
川

又
守
生（
田
山
小
）

▽
小
学
５
年
２
・
５
㌔　
❶
安
保
翔

（
田
山
小
）❷
工
藤
尚
紀（
安
代
小
）❸
平

船
知
駿（
安
代
小
）

▽
小
学
６
年
２
・
５
㌔　
❶
安
保
瑠
粋

（
田
山
小
）❷
阿
部
遼
大
朗（
柏
台
小
）❸

岩
舘
大
樹（
柏
台
小
）

▽
中
学
１
部
５
㌔　
❶
畠
山
夢
叶（
安

代
中
）❷
佐
々
木
大
雅（
松
尾
中
）❸
中

軽
米
魁
星（
松
尾
中
）

▽
中
学
２
部
２
・
５
㌔　
❶
黒
澤
英
崇

（
安
代
中
） 

❷
齋
藤
大
貴（
安
代
中
） 

❸

小
山
田
直
冬（
安
代
中
） 

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低
学
年　
❶
工

藤
琉
翔（
田
山
小
）❷
橋
本
拓
樹（
安
代

小
）❸
伊
藤
輝（
柏
台
小
）

▽
小
学
校
高
学
年　
❶
吉
田
翔
愛（
田

山
小
）❷
山
本
唯
人（
田
山
小
）

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
１
年　
❶
八

幡
紀
穂（
田
山
小
）❷
山
本
雪
乃（
田
山

小
）❸
本
宮
志
乃（
安
代
小
） 

▽
小
学
２
年　
❶
三
浦
悠
里（
田
山
小
）

❷
佐
藤
美
々
香（
田
山
小
）❸
畠
山
七
匠

（
安
代
小
）

▽
小
学
３
年　
❶
阿
部
美
莉
亜（
柏
台

小
❷
遠
藤
ほ
の
か（
大
更
小
）❸
村
上
彩

央
菜（
安
代
小
）

▽
小
学
４
年　
❶
安
保
瑞
希（
柏
台
小
）

❷
木
元
葵（
田
山
小
）❸
伊
東
真
菜（
大

更
小
）

▽
小
学
５
年　
❶
工
藤
瑞
歩（
安
代
小
）

❷
瀬
川
美
羽（
大
更
小
）❸
佐
々
木
萌

（
安
代
小
）

▽
小
学
６
年　
❶
山
口
莉
永（
松
野
小
）

❷
畠
山
一
葉（
安
代
小
）❸
八
幡
珠
晏

（
田
山
小
）

▽
中
学
２
部　
❶
北
口
舞
奈（
安
代
中
）

❷
北
舘
雪
音（
安
代
中
）❸
関
花
菜
子

（
安
代
中
）

◇
距
離
▽
小
学
１
年
１
㌔　
❶
川
又
倫

（
田
山
小
）❷
岩
渕
七
海（
柏
台
小
）❸
阿

部
真
弥（
安
代
小
）

▽
小
学
２
年
１
㌔　
❶
関
香
里
奈（
田

山
小
）❷
小
山
田
凛
花（
安
代
小
）❸
遠

藤
梨
音（
安
代
小
）

▽
小
学
３
年
２
㌔　
❶
吉
田
悠
愛（
田

山
小
）❷
畠
山
夢
菜（
安
代
小
）❸
立
花

佑
奈（
安
代
小
）

▽
小
学
４
年
２
㌔　
❶
安
保
み
な
み

（
田
山
小
）❷
齊
藤
り
ん（
田
山
小
）❸
浅

野
実
桜
里（
田
山
小
）

▽
小
学
５
年
２
・
５
㌔　
❶
佐
々
木
莉

良（
柏
台
小
）❷
種
市
ら
ん（
安
代
小
）❸

金
澤
愛
理（
田
山
小
）

▽
小
学
６
年
２
・
５
㌔　
❶
齊
藤
さ
く

ら（
田
山
小
）❷
川
又
花
菜（
田
山
小
）❸

東
舘
桃
愛（
柏
台
小
）

▽
中
学
１
部
５
㌔　
❶
関
柚
月（
安
代

中
）

▽
中
学
２
部
２
・
５
㌔　
❶
山
本
鈴
華

（
安
代
中
）❷
山
本
七
星（
安
代
中
）❸
荒

川
美
穂（
安
代
中
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
校
低
学
年　
❶
木

元
葵（
田
山
小
）❷
山
本
遥（
田
山
小
）❸

吉
田
悠
愛（
田
山
小
）

【
混
合
】◇
距
離
▽
リ
レ
ー　
❶
田
山
小

Ａ（
安
保
瑠
粋
、
安
保
翔
、
安
保
み
な

み
、 

齊
藤
さ
く
ら
）❷
柏
台
小
Ｂ（
安
保

大
空
、
佐
々
木
莉
良
、
東
舘
桃
愛
、
阿

部
遼
大
朗
）❸
田
山
小
Ｂ（
三
浦
琉
芽
、 

川
又
守
生
、 

齊
藤
り
ん
、
川
又
花
菜
）

◎
第
38
回
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー

大
会（
２
月
７
・
11
日
、田
山
ス
キ
ー
場

ほ
か
）

【
男
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❶
山
本

友
大（
田
山
小
）❸
山
本
唯
人（
田
山
小
）

▽
中
学
生　
❶
杣
澤
友
介（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
）

◇
距
離
▽
小
学
生　
❶
安
保
瑠
粋（
田

山
）❷
阿
部
遼
太
郎（
寄
木
柏
台
）

▽
中
学
生　
❶
畠
山
夢
叶（
安
代
中
ス

キ
ー
）❷
佐
藤
陽
飛（
安
代
中
ス
キ
ー
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
生　
❶
工
藤
琉
翔

（
田
山
）❷
吉
田
翔
愛（
田
山
）❸
和
井
内

海
凪（
田
山
）

【
女
子
】◇
大
回
転
▽
小
学
生　
❷
工
藤

瑞
歩（
安
代
）

▽
中
学
生　
❶
久
世
結
子（
松
尾
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
）

◇
ジ
ャ
ン
プ
▽
小
学
生　
❶
木
元
葵

（
田
山
）

◎
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
ン
プ

Ｕ
Ｈ
Ｂ
杯（
２
月
13
日
、北
海
道
・
札
幌

市
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
）

【
男
子
】　
❶
小
林
陵
侑
❷
小
林
潤
志
郎

コース脇からの声援を受け
滑走（三ケ田礼一杯第23回市
ジュニアスキー選手権大会）

県スポ少スキー大会男子大回転
小学生の部で優勝した山本友大
君（２月11日、田山スキー場）
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八幡平市山岳協会発足10周年（創立
32周年）記念祝賀会を挙行【１月31
日、西根地区市民センター】

国体補助員を務める皆さんへの
業務説明会を開催（２月５日、
安代総合支所）

市婦人消防協力隊松尾地区隊40周
年記念式典・祝賀会を挙行（１月31
日、八幡平ハイツ）

　第４回八幡平エンジョイ雪合戦大会が２月13、14
の両日、サラダファーム特設会場で開催されました。
　大会には、39チーム約400人がエントリー。小学生
や男女ミックスの部などに分かれ、予選リーグと決
勝トーナメントで順位を競いました。試合は、コー
ト内に残った人数が多い方か敵陣の旗を奪ったチー
ムが勝利となるルール。雪玉を節約して勝負に出た
り、果敢に相手陣内に攻め込んだりするなど、さま
ざまな熱戦が繰り広げられました。

雪上で真剣勝負を展開
第４回八幡平エンジョイ雪合戦大会

　朗読を楽しむ会と読書マラソン表彰式が２月７
日、市立図書館で開催されました。
　催しには、市民の皆さん約40人が来場。朗読を楽
しむ会では、八幡平市朗読奉仕ほおずきの会の皆さ
んによる絵本の読み聞かせや第18回少年少女の詩入
賞者による自身の作品の発表などが行われました。
読書マラソン表彰式では、入賞者へ賞状が贈られた
ほか、読書感想文の披露も行われ、来場者は感性豊
かな各発表に耳を傾けていました。

朗読など聞き心に潤い
朗読を楽しむ会・読書マラソン表彰式

八幡平市朗読奉仕ほおずきの会の皆さんが郡読を披露

会場内では多くの雪玉と声援が飛び交いました

皆さんからの情報をお寄せください。
☎・内線1210まで。

試
合
で
使
う
雪
玉
は
選
手
自
ら
で
作
製
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八幡平市芸術文化協会西根支部芸能
まつりで野口鹿踊が披露されました

（２月７日、西根地区市民センター）

いわてＳ‐１スイーツフェアで㈱サラダ
ファームの「いちごの森チーズスフレ」が２
位入賞（２月21日、岩手産業文化センター）

　八幡平市の未来を市長と語る会が２月８日、松尾
中学校で開催されました。
　会では、同校の生徒がこれまで学習・体験してき
た内容を基に、市が抱える課題とその解決策を発表。
人口減少や農業の担い手不足などについて、さまざ
まな案が出されました。田村正彦市長は「外の世界を
知り、いろいろな経験をしてほしい。そして得た経
験を、市を盛り上げるために生かしてほしい」と、生
徒たちに期待を寄せました。

課題への解決策を発表
松尾中学校「八幡平市の未来を市長と語る会」

　八幡平遭難対策委員会捜索救助隊の厳冬期遭難救
助訓練が２月13、14の両日、源太ヶ岳周辺で行われ
ました。
　訓練には、同隊員や岩手警察署、八幡平消防署な
どから17人が参加。寒さと強風のため身動きが取れ
なくなった登山者の救助を想定し、雪山での捜索・
搬送訓練を行いました。髙橋時夫隊長は「警察、消防
との合同訓練が有事の際に生きてくる。今後も連携
を深めていきたい」と、訓練を振り返りました。

雪山の安全を守るため
八幡平遭難対策委員会捜索救助隊厳冬期訓練

　第３回わせきナイトイン紙袋フェスティバルが
１月30日、上関地内で開催されました。
　同フェスティバルは、上関自治会（小野寺嘉光会
長）が３世代交流イベントとして企画。キャラクター
の絵などが貼り付けられた紙袋約1,000個の中のろ
うそくをともすと、会場内は幻想的な明かりで包ま
れました。紙袋ランタンのほか、花火や甘酒の振る
舞いなども行われ、地域の子どもから高齢者までが
一体となって、イベントを楽しんでいました。

幻想的な明かりで魅了
第３回わせきナイトイン紙袋フェスティバル

紙袋ランタンを眺める参加者の皆さん

負傷者の雪上搬送訓練の様子（捜索救助隊提供）

発表を聞く田村正彦市長（手前）と生徒の皆さん
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子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線1105

健康福祉課健康推進係 ☎・内線1085
保健のひろば

３
月
24
日
は
世
界
結
核
デ
ー

　
結
核
は
、
昔
の
病
気
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
今
で
も
年
間
１
万
９
千

人
以
上
が
新
た
に
発
病
し
、
約
２
千

人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
危
険
な
病

気
で
す
。

　
結
核
は
、
空
気
中
に
漂
っ
た
結
核

菌
を
吸
い
込
む
こ
と
で
、
感
染
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
感

染
し
て
も
、
十
分
な
免
疫
力
に
よ
っ

て
結
核
菌
が
抑
え
込
ま
れ
れ
ば
、
発

病
に
は
至
り
ま
せ
ん
。

◎
ど
ん
な
人
が
か
か
り
や
す
い
？

•
高
齢
者
…
体
力
が
低
下
し
て
い
た

り
、
慢
性
疾
患
が
あ
っ
た
り
な
ど
、

免
疫
力
が
落
ち
や
す
い
た
め

•
乳
児
…
免
疫
力
の
働
き
が
未
熟
な

た
め
感
染
し
や
す
く
、
短
期
間
で
発

が
２
週
間
以
上
続
い
た
ら
、
早
め
に

医
療
機
関（
呼
吸
器
内
科
な
ど
）を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

❶
咳
❷
痰
❸
発
熱（
37
～
38
度
の
微

熱
）❹
胸
が
痛
い
・
重
い
感
じ
が
す

る
❺
体
重
が
減
る

◎
結
核
の
治
療
と
予
防

　
結
核
の
治
療
で
は
、
抗
結
核
薬
を

６
～
９
カ
月
間
服
用
し
続
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
内
服
が
不
規
則
に
な

る
と
、
薬
が
効
か
な
い
菌
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
り
、
治
療
が
困
難
と
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
決
め
ら

れ
た
期
間
中
、
毎
日
き
ち
ん
と
薬
を

飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

結
核
の
感
染
・
発
病
を
防
ぐ
に

は
、
体
力
や
免
疫
力
の
保
持
と
、
早

期
発
見
が
大
切
で
す
。
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
心
掛
け
、
睡

眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
疲
労
回
復
に

努
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま
た
、

抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
の
結
核
の

予
防
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
有
効
で

す
。対
象
年
齢
は
１
歳
未
満
で
す
が
、

標
準
的
な
接
種
期
間
の
生
後
５
～
８

カ
月
未
満
の
間
に
接
種
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　市内在住の保護者が、疾病・出産・夜間の仕
事・休日出勤などの理由で、お子さんの養育が困
難となった時、養護施設で一定期間、養育および
保護を行い、子育てを支援する「子育て短期支援事
業」があります。
◎内容（各事業の費用は、世帯の課税状況などに
よって異なります）
■短期入所生活援助（ショートステイ）
▶期間　７日間（６泊７日）以内
▶対象　入院などで、家庭での養育が一時的に困
難になった家庭の児童
▶費用　１日当たり最大5,350円
■夜間養護（トワイライトステイ）
▶期間　１カ月以内（平日）
▶対象　保護者が夜間、深夜にわたる仕事に就い

ている家庭の小学校低学年の児童
▶費用　１日当たり最大1,500円
■休日預かり
▶期間　１カ月以内（休日）
▶対象　保護者が病気や仕事などの理由で、日曜
日および祝日に養育が困難になった児童
▶費用　１日当たり最大1,350円
◎実施施設

※施設の状況によっては、受け入れができない場
合がありますので、ご了承ください。
◎申し込み方法
　申込書に必要事項を記入し、市役所地域福祉課
児童福祉係に申し込み下さい。

病
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

•
免
疫
力
が
落
ち
て

い
る
人
…
糖
尿
病
の

人
、
胃
を
切
除
し
た

人
、
低
栄
養
の
人
な

ど
は
、
発
病
の
リ
ス

ク
が
高
ま
り
ま
す
。

◎
結
核
の
症
状

　
次
に
挙
げ
る
症
状

名　称 所　在　地 電話番号
和光学園 盛岡市青山1-25-2 019-647-2143
青雲荘 盛岡市加賀野4-8-33 019-653-3947
みちのくみどり学園 盛岡市上田字松屋敷11-14 019-662-5656
日赤岩手乳児院 盛岡市三本柳6-1-10 019-614-0821
善友乳児院 盛岡市北山1-13-24 019-622-2156

一時的に子どもを預ける必要がある時は

子育て短期支援事業の活用を
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市国体サポーターズ応募者数（本大会）
【平成28年２月25日現在】

冬季大会スキー競技会が終了しました

　２月20日に開幕した希望郷いわて国体冬季大
会スキー競技会が、２月23日で終了しました。大

皆
さ
ん
の
応
募

お
待
ち
し
て
い
ま
す

そばっち通信
　希望郷いわて国体市実行委員会では、ホームページ（http://
www.hachimantai-kokutai.jp/）やfacebookで情報を配信中！
　右のＱＲコードを読み取ると、直接ホームページにアクセ
スできます。

 市大会スローガン
きそえ つどえ かがやけ 農

みのり

と輝
ひかり

の大地で
Vol.10

国体マスコットキャラクターそばっち
（ミニバイアスロン競技）

あって、気軽で楽しく競技に参加できました」と、
笑顔を見せていました。
　また、2014ソチオリンピックパラリンピアンの
阿部友里香選手（山田町出身）が競技の部にゲスト
参加。競技を盛り上げていただきました。

　
八
幡
平
市
に
暮
ら
し
て
２
年

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
豊

か
な
自
然
の
風
景
と
暮
ら
し
が

日
常
と
な
り
、
時
々
、
テ
レ
ビ

で
見
る
都
会
の
風
景
が
ま
る
で

別
世
界
の
よ
う
に
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も

八
幡
平
市
は
心
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
町
だ
と
感
じ
て
い
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
こ
こ
で
家
族

を
つ
く
っ
て
暮
ら
し
て
い
き
た

い
と
考
え
た
と
き
、
市
内
を
見

る
視
点
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、あ
れ
が
足
り
な
い
、

こ
れ
が
無
い
…
と
言
う
前
に
、

ま
ず
は
自
分
の
理
想
の
暮
ら
し

づ
く
り
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
つ
な
が
り
合
え
る
空

間
を
手
作
り
し
て
い
こ
う
と
思

い
、現
在
、松
尾
で「
ピ
ネ
ム
の

森
」と
い
う
場
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
20
年
以
上
放
っ
て
お
か

れ
た
家
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
手
作
業
で
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
だ
１
年
た
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
全
国
津
々
浦
々
か
ら

述
べ
３
０
０
人
以
上
の
人
が
来

て
く
だ
さ
り
、
改
修
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
野
外
調
理
イ
ベ
ン

ト
や
畑
作
り
な
ど
、
ど
ん
ど
ん

カ
タ
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
も
３
年
目
と
な
り
、
残
す
と

こ
ろ
任
期
も
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
１
年
で
さ
ら
に
未
来

へ
の
想
い
を
カ
タ
チ
に
し
て
い

け
る
よ
う
、
日
々
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
進
ん
で
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り 

〔
25
〕

今
月
の
担
当
・
松
本
明
子
　

「ピネムの森」の
いろり作り

地域の皆さんを招待し
「持ち寄り食事会」

会に携わった皆さまに感謝申
し上げます。
　大会全体の様子は、４月14
日発行の広報はちまんたいで
紹介します。

国体デモスポ・ミニバイアスロンを開催

　国体デモスポ競技「ミニバイアスロン」が２月
11日、田山クロスカントリーコースで開催され、
射撃体験の部に92人、競技の部に82人が参加しま
した。
　レーザー銃で50
㍍先の的を狙い撃つ
射撃体験の部に参加
した池元航汰君（安
代中１年）は「ライフ
ルを支える台座も

阿部選手とそばっち 競技中の阿部選手（手前）

射撃体験の様子
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博物館で文学に触れて楽しむ冬博物館で文学に触れて楽しむ冬博物館で文学に触れて楽しむ冬

₂₇年度貸し出し回数最多図書は...₂₇年度貸し出し回数最多図書は...₂₇年度貸し出し回数最多図書は...

よく読まれている人気の本を紹介
　今年度、市立図書館で多く貸し出された本を、
部門別に３位まで紹介します。

（書名／著者）

トピック展をより深く楽しもう 常設展示の入れ替えを行っています
　市博物館では、現在開催中のトピック展をより
楽しんでいただくため、宮沢賢治・石川啄木の作
品を読んで、自由に語り合う「博物館文学サロン」
を開催します。当館職員の解説も交えながら行い
ますので、作品に触れたことのない人でも、是非
お気軽にご参加ください。一緒に賢治・啄木作品
を楽しみましょう。
◎『博物館文学サロン～賢治・啄木を読む～』
■開催日程　▶第１回「賢治作品を読む」＝３月６
日㈰▶第２回「啄木作品を読む」＝３月13日㈰
■時間　両日とも午後２時半から３時半まで
◎『大人の読み聞かせ会～八幡平市をテーマに～』
　岩手ゆかりの文豪たちの作品から数点を選び、
その背景や作者の思いなどを読み解きます。
■開催日時　３月20日㈰午後１時半から３時半まで
※両イベントとも電話による事前予約が必要です。

　市立図書館では、多目的ト
イレにおむつ換え用のベッド
を設置しました。
どうぞご利用ください。

一
般

❶ フランス人は10着しか服を持たない／ジェニフ
ァー・L・スコット

❷ 今日も嫌がらせ弁当／ｔｔｋｋ

❸ イラストでときめく片づけの魔法／近藤麻理恵
幼稚園べんとう／阪下千恵

文
芸

❶ 火花／又吉直樹

❷ サラバ 上／西加奈子
悲嘆の門 下／宮部みゆき

❸ ラプラスの魔女／東野圭吾

児
童
書

❶ かいけつゾロリのじごくりょこう／原ゆたか
❷ 鹿の王 上／上橋菜穂子

❸
かいけつゾロリカレー vs. ちょうのうりょく／原
ゆたか
かいけつゾロリのてんごくとじごく／原ゆたか
人体のサバイバル １／ゴムドリ CO．ほか

絵
本

❶ やさいさん／ tupera tupera
❷ バムとケロのおかいもの／島田ゆか

❸ だれのおうち？／ accototo
どんぐりむらのどんぐりえん／なかやみわ

【絵本】１位【文芸】１位
﹃
火
花
﹄

（
又
吉
直
樹
・
文
藝
春
秋
）

﹃
や
さ
い
や
さ
ん
﹄

（tupera tupera

・
学
研
プ
ラ
ス
）

◆赤ちゃんと来館する人へ お
む
つ
換
え
用
ベッ
ド

　市博物館では、常設展示の入れ替えを実施しま
した。『昔の生活を今に伝える』と題し、古民家の
室内の様子を再現
した展示、昭和の
レトロコーナーを
模様替え。さらに、
１月15日に終了し
た 企 画展「人生 の

﹃
昔
の
生
活
を
今
に
伝

え
る
﹄展
示
の
一
部

儀礼～八幡平市のハレとケ～」の資料を両コー
ナーで再度紹介しています。また、文字を読めな
い人が多かった時代の農民暦（絵暦）である “田山

暦 ”の展示では、新た
な資料も追加していま
す。トピック展と併せ
て常設展示もお楽しみ
ください。

田
山
暦
に
関
す
る

資
料
の
展
示
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広報クイズ
３月３日号の問題

　正解者の中から抽選で３人に500円分の図書カードをお贈りします。
◎ 応募方法　はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名（ふりがな）、

年齢」を書いて応募してください。答えのほかに、広報の感想や意見な
どを必ず書き添えてください。紙面づくりの参考にいたします。

◎ 応募先　八幡平市役所「広報クイズ係」　
☆はがき〒028︲7397（住所不要）　☆ＦＡＸ：74︲2102
☆ メール：koushitsu@city.hachimantai.lg.jp（ タ イ ト ル に「広報クイ

市がリンドウの栽培実
現可能性を調査してい
るのはアフリカの何と
いう国でしょう？

ズ」と入力、右上のＱＲコードを読み込むことで、宛て先の入力を省略できます）
◎応募期限　３月21日㈪消印有効　
◎第125回の正解　２月20日から　▶応募者17人　▶正解者17人
▶当選者　田村寿子さん（大更）、玉田公三さん（松尾寄木）、久世教枝さん（柏台）

（１月届け出分）

◎男の子
松浦　圭

けいすけ
佑（栄幸・純佳／中松尾）

遠藤　宇
た か て る

輝（雅也・栞／雇用促進（西根））

中村　一
いっしん

心（圭一・恵／寄木新田）

佐々木　結
ゆ う と

叶（信也・瞳／東）

田村　瀬
せ な

名（一也・美貴／北村）

中野　太
た い ち

智（敬・久美／五百森）

高村　佳
け い た

汰（淳一・志津子／小福田）

立花　柊
と う む

夢（晃大・理恵／畑１区）

澤田　優
ゆうせい

星（翔太・忍／北村）

石山　薫
かおる

（哲平・里美／南寄木）

伊藤　海
か い と

斗（元太・歩／薬師）

◎女の子
津志田　未

み く

来（勇・ひとみ／南寄木）

下川　莉
り お

央（孝宜・麻季子／中松尾）

髙橋　永
え ま

真（正光・泰子／時森）

續橋　翠
あ お ば

華（拓・輝／駅前二区）

泉山　鈴
す ず は

葉（竜一・美穂／共新）

中川原　柊
ひ な

菜（壮一・友紀子／荒屋新町）

滝川　ほのか（史哉・春美／寺田新田）

髙橋　羽
う み

海（望・朋世／上町）

　野中　邦仁　　　／山後
　武藏　真理子　　／盛岡市
　田村　耕治　　　／白屋
　田村　真理子　　／白屋
　佐々木　孝　　　／秋葉
　新谷　美穂　　　／盛岡市

三浦　ユリ　　　92歳　下町三区
髙橋　房子　　　84歳　駅前二区
齊　　良　　　　88歳　上町
田村　三郎　　　91歳　北寄木
工藤　サンコ　　77歳　両沼
加藤　ミヨ　　　93歳　高宮
杣澤　ミエ　　　85歳　野駄
松浦　サダ　　　96歳　町組
平野　秀男　　　81歳　間羽松
髙橋　スミ　　　88歳　五百森
畠山　二郎　　　95歳　秋葉
武田　隆　　　　87歳　豊畑
津志田　喜三郎　84歳　川原目
髙橋　フジ　　　85歳　北村

山本　丑五郎　　91歳　石名坂
髙橋　サタ　　　94歳　南寄木
舩越　浩　　　　77歳　南寄木
田村　千代子　　73歳　舘沢
田村　謙之助　　79歳　笹目
津志田　サメ　　90歳　下町二区
髙橋　肈　　　　54歳　中沢
関　文子　　　　75歳　兄川
八幡　ソメ　　　92歳　栗木田
村野　ミネ　　　71歳　下町一区
小野寺　清造　　88歳　川原目
田村　ウツヨ　　81歳　上野駄
畠山　由太郎　　87歳　山小沢
工藤　竹治　　　84歳　駅前二区
　藤　德政　　　73歳　浅沢第１
髙橋　彌右エ門　77歳　中平笠
　藤　好衛　　　83歳　畑２区
伊藤　タヨ　　　79歳　舘腰
髙村　佐太郎　　87歳　駅前一区
髙橋　市十郎　　86歳　南寄木
松尾　圭祐　　　84歳　松尾
伊藤　ヨシ子　　80歳　共新
伊藤　夘吉　　　77歳　中平笠

お幸せに健やかに

■交通事故発生件数など　※（　）は前年同月の数

項　　目 １月
人身事故 　　３（２）
物損事故     58（52）
負 傷 者 　　３（２）
死 者 　　０（０）
飲酒運転 　　０（０）
火 災 　　０（２）
救 急   110（121）

■人口の動き【１月31日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 16,420（－19） 6,286（＋２）
松尾地区 5,991（＋３） 2,341（－ 2）
安代地区 4,736（－17） 1,869（－ 3）
合　　計 27,147（－33） 10,496（－３）
男　　性 13,063（－17）
女　　性 14,084（－16）

出生 21 死亡 54
転入 38 転出 38

安らかに

（
※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（
（
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▪編集後記
　 国体冬季大会スキー競技会が、２月23日
に閉幕。雪不足で大会運営に支障が出ない
か心配されていましたが、全日程が無事終
了し、関係者の気苦労もだいぶ和らいだこ
とだと思います。選手たちの迫力ある活躍
とそれを影で支えるスタッフ・ボランティ
ア・観客の皆さま。多くの人の力が集結し
てこの一大イベントの大成功があります。
大会に携わった全ての皆さま本当にお疲れ
さまでした。　沙○○

放射線などの測定結果について

　西根・安代地区学校給食セン
ターでは、調理した給食の放射性
物質を測定しています。
　１月22日・28日、２月４日・10
日測定で、放射性物質は検出され
ませんでした。内容は、市ホーム
ページで公開しています。
　詳しくは、西根地区学校給食セ
ンター（☎70-1117）まで。

大切な人を失った悲しみ 
一人で抱えこまず相談を

　県精神保健福祉センターでは、
自然災害、自死、犯罪、事故、疾
患などで家族や大切な人を亡く
し、強い悲しみを常に感じるなど
の状況がおおむね１年以上続いて
いる人を対象に、個別相談や回復
のためのサポートプログラム（集
団認知行動療法）を実施していま
す。秘密は厳守いたします。
▶個別相談　平日、午前9時から
午後４時半まで　※要予約▶回
復のためのサポートプログラム　
隔週土曜日、全５回
　詳しくは、同センター（☎019-
629-9617）まで。

緑化推進の取り組み 
地域で行いませんか

　県緑化推進委員会八幡平支部で
は、28年度の緑化推進事業(苗木配
布など)の要望を受け付けていま
す。自治会や地区の行事で、サク
ラ、ツツジなどを植えたいといっ
た要望がある場合は、安代総合支
所土木林業課までお問い合わせく
ださい。
■申請期限　３月31日㈭
　詳しくは、同支所土木林業課林
業係（☎・内線3142）まで。

森林作業の実践を 
楽しく学べる講座

　NPO法人いわて森林再生研究
会では、『森のチェーンソー講座～
楽しく学べる山仕事～』の参加者
を先着20人募集中です。
■講座期間　 ４月1 0 日㈰ から平
成29年３月ごろまで（全20回）
■場所　盛岡市手代森の研修林
■参加費　▶学生5,000円▶一般
10,000円
　詳しくは、同法人（☎090-6220-
3995）大江まで。

「統計の日」の標語 
作品を募集中です

　総務省では、「統計の日（10月
18日）」の標語を募集しています。
■募集部門　小学生の部、中学生
の部、高校生の部、一般の部、統
計調査員の部、公務員の部
■提出先　小・中・高生、一般の
人は同省政策統括官室へメール（ｔｏ
ｕｋｅｉｎｏｈｉ＠ｓｏｕｍｕ．ｇｏ．ｊｐ）またはファ
クス（03-5273-1181）で、統計関係
者、公務員は市役所市長公室へ提
出ください（１人５作品まで）。
■提出期限　３月31日㈭
　詳しくは、同省ホームペー
ジ（ｈｔｔｐ://www．ｓｏｕｍｕ．ｇｏ．ｊｐ/
ｔ ｏ ｕ ｋ ｅ ｉ_ｔ ｏ ｕ ｋ a ｔ ｓ ｕ / ｉ ｎ f ｏ /
ｇｕｉdｅ/02ｔｏｕｋaｔｓｕ01_03000157．
ｈｔｍl）または市役所市長公室情報
統計係（☎・内線1207）まで。

【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。【広　告】 この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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農地法に関する許可申請 
期限日が変更になります

　農地法の改正に伴い、農地の貸
借や売買などによる権利移転およ
び転用などに係る申請締め切り日
が、４月から毎月５日（５日が土・
日曜日、祝日の場合は翌開庁日）に
変更になります。
　詳しくは、市農業委員会事務局

（☎・内線1353）まで

盛岡てがみ館企画展 
ぜひご来場ください

　（公財）盛岡市文化振興事業団
盛岡てがみ館では、企画展『女性
のてがみ～芸術の世界に生き
て～』を開催しています。
■内容　本市名誉市民である江
間章子をはじめ、県ゆかりの女
性芸術家の手紙や原稿などの創
作関連資料を展示
■開催期間　６月13日㈪まで
■場所　盛岡てがみ館（盛岡市中
ノ橋通1－1－10プラザおでって６階）
■開館時間　午前9時から午後
６時まで（入館は５時半まで）
■入館料　一般200円（団体160
円）、高校生100円（団体80円）　
※団体料金は20人以上から適
用、中学生以下は無料
　詳しくは、同館（☎019-604-
3302）まで。

グループホームで働く 
調理員募集しています

　NPO法人そよかぜの家では、調
理員を募集しています。
■応募資格　普通自動車運転免
許、健康状態が良好な人
■勤務時間　午前６時から9時ま
で、午後３時半から７時まで
■勤務場所　グループホームやす
らぎ（大更中関）
■給与　月額140,000円
■応募方法　電話連絡の上、履歴
書を同法人（野駄14-32）まで持参
ください。
　詳しくは、同法人（☎75-2878）伊
藤まで。

いわて花巻空港の 
上期ダイヤを改正

　いわて花巻空港の平成28年度
上期ダイヤが、３月27日㈰に改正
されます。
■28年度上期ダイヤの便数
▶札幌線（ＪＡＬ）　１日３往復
▶名古屋線（ＦＤＡ）　１日４往復
▶大阪線（ＪＡＬ）　１日４往復
▶福岡線（ＪＡＬ）　１日１往復
　詳しくは、同空港空港課（☎019-
629-5911）まで。

森林土地取得や伐採時 
諸手続きをお忘れなく

　県が定める地域森林計画の対象
となっている森林の土地を取得し
た場合、所有者となった日から90
日以内に市への届け出が必要です。
　また、本計画の対象となる森林
を伐採するときは、伐採を開始す
る30日から90日前までに、林地開
発をするときは、事前に届け出や
許可申請の各種手続きが必要とな
ります。
　新たに森林の土地取得、伐採を
予定している場合は、市安代総合
支所土木林業課（☎・内線3142）、
林地開発を計画している場合は、
盛岡広域振興局林務部（☎019-
629-6616）までご相談ください。

家畜の飼育者は 
報告書の提出を

　家畜を飼育している人には、毎
年飼養状況の報告が義務付けられ
ています。28年度の報告書を忘れ
ずに提出ください。
　なお、愛玩で家畜を飼っている
人にも報告義務があります。

■報告内容　家畜保健衛生所な
どから送付された様式に、28年２
月１日現在の飼養状況を記入
■提出先　次のいずれかの方法
で提出ください。▶県中央家畜保
健衛生所に郵送（〒020-0605　岩
手県滝沢市砂込390-5）、持参ま
たはファクス（019-688-4012）▶
市役所農政課畜産係または農協の
畜産担当窓口に持参
　詳しくは、同保健衛生所（☎
019-688-4111）まで。

■家畜の種類と報告期限
家畜の種類 報告期限

牛、鹿、めん羊、山羊、
豚、イノシシ、馬 ４月15日㈮

鶏、アヒル、ウズラ、キ
ジ、ダチョウ、ほろほろ
鳥、七面鳥

６月15日㈬

小規模工事や修繕などを 
希望する登録業者を募集

　市は、市発注の小規模工事や修
繕について、契約を希望する事業
者を随時募集します（見積書の依
頼や契約を約束するものではあり
ません）。
■登録要件　市内に本社・本店ま
たは住所（住民登録）があり、次の
いずれにも該当しない者❶市税滞
納者❷市営建設工事等請負資格者
名簿登載者❸希望登録業種に必要
な資格、免許などがない。
■登録できる業種　❶土木一式工
事❷建築一式工事❸大工工事❹左
官工事❺とび・土工・コンクリー
ト工事❻石工事❼屋根工事❽電気
工事❾管工事❿タイル・れんが・
ブロック工事⓫鋼構造物工事⓬鉄
筋工事⓭ほ装工事⓮しゅんせつ工
事⓯板金工事⓰ガラス工事⓱塗装
工事⓲防水工事⓳内装仕上工事⓴
機械器具設置工事㉑熱絶縁工事㉒
電気通信工事㉓造園工事㉔さく井
工事㉕建具工事㉖水道施設工事㉗
消防施設工事㉘清掃施設工事のう
ち、３業種まで（市指定給水装置
工事事業者や市排水設備指定工事
店は、該当業種の登録は不要）
■提出書類　❶登録申請書❷市税
の納税証明書❸登録希望業種の資
格証の写し
■登録有効期間　30年３月末まで
　一括下請け（丸投げ）は不可。自
ら履行可能な業種を選択願います。
　詳しくは、市役所総務課契約係

（☎・内線1243）まで。
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※敬称略。ＧＳ＝ジャイアントスラローム、ＸＣ＝クロスカントリー、ＮＣ＝ノルディックコンバインド
※詳しい大会の様子は、４月14日発行の広報はちまんたいで紹介します。

ＮＣ成年男子Ｂ

２位 永
な が い

井健
たけひろ

弘（盛岡市役所）
３位 永

な が い
井陽

よういち
一

　　 （安代中教）
６位 畠

はたけやま
山長

ちょうた
太

　　（八幡平市
産業振興）

ＮＣ成年男子Ａ

８位 柴
しばくさ

草陽
ようすけ

祐
　　 （平舘高職）

ＸＣ成年男子リレー ８位
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）
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ＸＣ成年女子Ａ
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ＧＳ成年男子Ｂ

８位 小
こ ま つ

松恭
きょうへい

平
　　 （新日本設計）

Ｘ
Ｃ
女
子
リ
レ
ー 

８
位

土つ
ち
や屋

正ま
さ
え恵

（
日
大
１
年
）

伊い
と
う藤

智と
も
み美

（
東
海
大
３
年
）

山
やまもと

本希
き ほ

歩
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